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令和４年３月31日会議概要

第１ 日時

令和４年３月31日（木）午前９時20分から午前10時25分までの間

第２ 出席者

森委員長、平林委員、森田委員、増田委員

警察本部長、総務部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、交通部長、

警備部長、京都市警察部長、警察学校長、情報通信部長等

《書記 公安委員会補佐室長、公安委員会補佐室室長補佐》

第３ 議事の概要

１ 委員報告

初任科第 260期卒業式（３月29日）

委員から ３月29日 京都府警察学校において実施された初任科第 260期生の卒業式に出、「 、

席した 総代の読み上げる答辞に 同期 同期生 という言葉が頻繁に出てきたことが強く。 『 』『 』

印象に残った。警察組織の安定性を保つため、縦の繋がりのみならず、横の繋がりが極めて

重要なのだと強く感じた 」旨の報告があった。。

２ 議題

(1) 飲酒運転の根絶に向けた安全運転管理者業務の拡充について

交通部長から、道路交通法施行規則の一部改正により、安全運転管理者は、運転前後の

運転者に対して、４月１日以降、目視等により酒気帯びの有無の確認をすること、更に10

月１日以降は、アルコール検知器を用いて確認をすること等が義務化されることについて

報告があった。

(2) 公安条例の許可状況について（２月申請分）

警備部長から、令和４年２月中に申請が許可された「集会、集団行進及び集団示威運動

に関する条例」に基づく、集会、デモの状況について報告があった。

(3) 初任科（第 262期、第 263期、職員第35期）入校式の実施について

学校長から、令和４年４月８日、京都府警察学校で実施される初任科第 262期、第 263

期及び職員第35期の入校式に関して、入校生の内訳・特徴及びコロナウィルス感染症対策

等について報告があった。

(4) 追加報告

ア 職員のコロナ感染状況について

警務部長から、前回報告以降の京都府警察職員のコロナ感染状況について報告があっ

た。

イ ＧＰＳ機器を使用したストーカー規制法違反被疑事件の府内初検挙について

生活安全部長から、人身安全対策課及び亀岡警察署は、元交際相手である男性の車に
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無断でＧＰＳ機器を取り付け、位置情報を取得するなどした無職の女性を、昨年改正施

行されたストーカー規制法を府内初適用して検挙し、京都簡易裁判所において罰金30万

円の処分が下されたことについて報告があった。

ウ 大麻取締法違反（営利目的所持）被疑者の検挙について

刑事部長から、組織犯罪対策第三課、北警察署等は、自宅で大麻草１点を所持したと

して、自称衣料品業の男性を大麻取締法違反で検挙し、また、同人宅で栽培中であった

大麻草約 300株についても、併せて押収した旨、報告があった。

委員から 次々とこのような薬物事件が発生するが 一つずつ確実に解決していって、「 、

いただきたい 」旨の発言があった。。

エ 令和３年中の運転免許失効者等について

交通部長から、前回の定例会で報告のあった『運転免許証の自主返納状況について』

に関する追加報告として、京都府下における運転免許証の自主返納件数、失効者数、運

転免許保有者数の推移について報告があった。

(5) 本部長総括

、「 、 。本部長から 本日付で長谷委員が退任され 新たに在田委員が就任されることとなった

当府警察も人事異動を終え、新体制となったが、今後とも助言・指導をいただきながら、

適正に業務を推進してまいりたい 」旨の発言があり、委員から 「公安委員としても、退。 、

、 、 。」任される長谷委員に替わり 新たに在田委員を迎え 新たな気持ちで努力してまいりたい

旨の発言があった。

２ 個別報告

当面の行事予定等について

公安委員会補佐室長から、次回の公安委員会定例会議及び出席予定行事等について報告が

あった。

３ 個別決裁

ア 京都府公安委員会に対する審査請求の裁決について（２件）

監察官室訟務官から、運転免許の更新処分を受けた者（２件２名）から、原処分を不服

として審査請求がなされたことに伴い、審査請求の趣旨、理由、原処分の内容等について

説明があり、審議の上、審査請求の棄却を裁決した。

イ 公安委員会宛て苦情等申出について（受理１件）

公安委員会補佐室室長補佐から、公安委員会宛ての苦情等申出に関して、受理１件の報

告があり、処理方針を決定した。


